
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
１
７
０
回 

 

玉
置
辻
～
山
在
峠
の
巡
視
点
検
（
交
差
登
山
） 

 

◇
実
施
日 

３
月
２
７
日
（
日
） 

 
 
 

晴 

◇
参
加
者 

 

【
順
峰
班
】
梶
野
照
雄
、
志
岐
敬
、
西
克
、
ブ
ラ
ン
ド
ン
・
リ
ム
ス
テ
ッ
ド 

【
逆
峰
班
】
沖
崎
吉
信
、
児
嶋
道
夫
、
畑
林
清
子
、
大
江
徳
子
、
生
熊
千
満

子
、
濱
野
兼
吉
、
中
前
偉
、
高
階
鈴
子
・
美
根
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

合
計
１
３
名 

  

週
間
予
報
の
３
月
２
７
日
は
雨
、
お
ま
け
に
前
日
の
土
曜
日
は
春
の
嵐
に
な

る
よ
う
だ
っ
た
。
山
行
は
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
週
末
近
く
に
な
っ
て

予
報
が
好
転
し
、
２
７
日
は
晴
と
な
っ
た
の
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

午
前
７
時
半
過
ぎ
に
本
宮
の
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
に
全
員
が
集
合
。
こ

の
日
は
大
日
越
え
の
イ
ベ
ン
ト
が
参
加
者
５
０
名
で
行
わ
れ
る
ら
し
く
、
新
宮

か
ら
の
参
加
者
も
た
く
さ
ん
い
て
、
顔
な
じ
み
も
何
人
か
い
た
。 

沖
崎
か
ら
本
日
の
組
分
け
や
車
の
回
送
手
順
な
ど
を
説
明
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
班

が
登
山
口
に
向
か
う
。 

 

【
逆
峰
班
】
（
９
名
） 

 

西
、
梶
野
、
ブ
ラ
ン
ド
ン
の
３
車
に
分
乗
し
て
宮
井
経
由
で
８
時
３
５
分
頃

に
玉
置
辻
に
着
く
。
各
々
登
山
準
備
を
し
て
、
８
時
４
７
分
歩
き
だ
す
。 

予
報
は
晴
だ
が
気
温
は
低
く
て
雪
が
ち
ら
つ
い
て
も
お
か
し
く
な
い
ほ
ど
だ
。

お
ま
け
に
風
が
強
く
、
午
前
中
は
こ
の
状
態
が
続
い
た
。 

 
 

 
 

 

玉
置
辻
を
出
発 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

標
識
の
整
備 

林
道
を
離
れ
靡
９
番
水
呑
宿
の
分
岐
を
過
ぎ
、
い
よ
い
よ
今
日
一
番
の
登
り
で

あ
る
大
森
山
尾
根
に
取
り
付
く
。
１
～
２
分
歩
い
て
立
ち
止
ま
り
、
２
０
ｍ
ほ

ど
進
ん
で
ま
た
立
ち
止
ま
り
、
を
繰
り
返
し
喘
ぎ
な
が
ら
な
ん
と
か
大
平
多
山

分
岐
に
着
く
。
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
こ
こ
ま
で
１
時
間
５
分
だ
、
今
ま
で
１
時

間
を
オ
ー
バ
ー
す
る
こ
と
は
無
か
っ
た
が
、
年
の
せ
い
か
急
坂
は
堪
え
る
。
旧

笹
尾
辻
大
崩
横
を
通
過
し
、
大
森
山
の
ピ
ー
ク
を
踏
む
。
大
森
山
は
玉
置
山
よ

り
２
ｍ
高
い
。
俺
は
兄
で
玉
置
は
弟
、
何
故
こ
ち
ら
に
神
社
を
立
て
な
か
っ
た

の
か
、
と
ぼ
や
い
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。 

 

大
森
三
角
点
（
大
水
の
森
）
で
も
休
憩
し
、
最
初
の
急
降
下
地
点
に
や
っ
て

き
た
。
植
平
さ
ん
が
設
置
し
て
く
れ
た
ロ
ー
プ
に
頼
り
、
足
を
滑
ら
さ
な
い
よ

う
慎
重
に
下
る
。
４
０
分
位
で
全
員
無
事
に
降
り
て
き
た
。 

岸
の
宿
、
切
畑
辻
も
通
過
し
て
五
大
尊
岳
も
近
く
な
っ
て
き
た
。
梶
野
君
か
ら

無
線
が
入
り
「
五
大
尊
岳
山
頂
に
到
着
、
下
っ
た
鞍
部
、
去
年
も
昼
食
を
摂
っ

た
場
所
で
待
つ
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
１
０
分
ほ
ど
進
ん
で
ヤ
ッ
ホ
ー
と
声
を



か
け
る
と
す
ぐ
下
か
ら
返
事
が
あ
っ
た
。
下
り
き
っ
て
順
峰
班
と
合
流
、
風
を

避
け
る
場
所
で
昼
食
を
摂
る
。
去
年
も
こ
こ
で
昼
食
に
し
た
。
時
間
も
ち
ょ
う

ど
１
２
時
で
い
い
ペ
ー
ス
で
進
ん
で
い
る
。
目
立
っ
た
倒
木
や
道
荒
れ
は
無
い

よ
う
だ
。 

 
 

 
 

 

大
水
の
森 

 
 

 
 

ロ
ー
プ
に
助
け
ら
れ
る 
 
 
 

風
を
避
け
て
昼
食 

 

４
０
分
ほ
ど
で
昼
食
休
憩
を
終
え
、
逆
峰
班
、
順
峰
班
と
そ
れ
ぞ
れ
が
後
半

戦
に
分
か
れ
る
。
こ
こ
か
ら
五
大
尊
岳
南
峰
ま
で
、
距
離
は
短
い
が
今
日
一
番

の
急
傾
斜
が
続
く
。
こ
こ
も
喘
ぎ
々
何
と
か
ク
リ
ア
ー
し
て
山
頂
に
到
着
、
さ

あ
こ
れ
か
ら
急
降
下
だ
。
あ
れ
ー
！
下
を
見
る
と
ロ
ー
プ
が
取
り
付
け
ら
れ
て

い
る
で
は
な
い
か
。
昨
年
通
っ
た
時
に
は
ロ
ー
プ
が
無
か
っ
た
。
使
わ
れ
て
い

る
ロ
ー
プ
や
結
び
方
、
コ
ブ
の
間
隔
な
ど
か
ら
植
平
さ
ん
が
設
置
さ
れ
た
こ
と

は
す
ぐ
に
想
像
で
き
た
。 

ロ
ー
プ
に
助
け
ら
れ
無
事
に
一
段
目
を
ク
リ
ア
ー
、
次
又
次
の
急
降
下
、
７
～

８
ヶ
所
の
全
て
に
ロ
ー
プ
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
正
確
で
は
な
い
が
、
ロ
ー
プ

の
総
延
長
は
３
０
０
～
５
０
０
ｍ
位
有
る
だ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
植
平
さ
ん
お
一

人
で
施
工
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
が
、
金
剛
多
和
か
ら
か
大
森
山
か
ら
か
な
の
か
は

分
か
ら
な
い
が
、
ロ
ー
プ
の
重
さ
も
移
動
距
離
も
、
標
高
差
も
か
な
り
大
き
い

の
で
、
生
半
可
な
心
構
え
で
出
来
る
も
の
で
は
な
い
。 

 

下
り
き
っ
て
ヤ
レ
ヤ
レ
、
ロ
ー
プ
の
設
置
に
言
葉
で
は
表
せ
ら
れ
な
い
感
謝

の
気
持
ち
が
湧
い
て
き
た
。 

 
 

 
 

 

五
大
尊
岳 

 
 

 
 
 

金
剛
多
和
で
休
憩 

 
 
 
 

山
在
峠
に
到
着 

 

午
後
２
時
２
０
分
、
金
剛
多
和
に
到
着
。
１
２
分
間
の
長
め
の
休
憩
を
取
り

大
黒
天
神
岳
ま
で
の
最
後
の
登
り
に
か
か
る
。
今
ま
で
の
登
り
下
り
で
か
な
り

疲
れ
て
ア
ー
し
ん
ど
、
途
中
の
水
場
を
覗
く
余
裕
も
な
い
。
鈴
子
さ
ん
、
徳
子

ち
ゃ
ん
と
私
の
お
疲
れ
３
人
組
は
ヒ
ー
ヒ
ー
言
い
な
が
ら
２
５
分
位
を
要
し

て
や
っ
と
大
黒
天
神
岳
山
頂
に
到
着
し
た
。 

さ
あ
、
も
う
登
り
は
無
い
、
と
ホ
ッ
ト
し
た
が
、
こ
の
先
山
在
峠
ま
で
の
１
時

間
も
長
か
っ
た
。
午
後
４
時
、
山
在
峠
に
到
着
、
順
峰
班
が
残
し
た
車
で
帰
宅

し
た
。
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。
そ
し
て
、
植
平
さ
ん
、
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
；
沖
崎
） 
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山
在
峠 

  

【
順
峰
班
】
（
４
名
） 

 

沖
崎
車
に
梶
野
、
志
岐
、
ブ
ラ
ン
ド
ン
の
３
人
が
、
高
階
車
に
西
さ
ん
が
乗

り
山
在
峠
に
向
か
う
。
西
さ
ん
が
バ
ッ
ク
ラ
ン
プ
を
点
灯
し
た
ま
ま
な
か
な
か

動
き
だ
さ
な
い
。
２
分
ほ
ど
待
っ
た
が
動
く
気
配
が
な
い
の
で
車
を
降
り
て
見

に
行
っ
た
。
パ
ー
キ
ン
グ
ブ
レ
ー
キ
の
位
置
が
判
ら
ず
、
解
除
で
き
な
か
っ
た

よ
う
だ
。 

 
 

 
 

 

山
在
峠
を
出
発 

 
 
 

 
 

毎
年
咲
い
て
い
る
桜 

 
 
 

 

大
黒
天
神
岳 

昨
年
は
上
切
原
か
ら
山
在
峠
に
上
が
る
入
り
口
を
通
り
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
時

間
を
ロ
ス
し
た
が
、
今
年
は
ゆ
っ
く
り
走
行
し
て
難
な
く
山
在
峠
に
到
着
。
車

の
施
錠
を
確
認
し
て
歩
き
出
す
。
鉄
塔
ま
で
歩
い
て
し
ば
ら
く
休
憩
。
風
は
強

い
が
日
は
差
し
て
い
る
。
東
側
に
毎
年
咲
い
て
い
る
山
桜
が
あ
る
が
、
今
年
も

き
れ
い
に
咲
い
て
い
た
。
大
黒
天
神
岳
ま
で
に
飛
び
出
た
ア
セ
ビ
や
雑
木
の
枝

を
切
り
な
が
ら
進
む
。
金
剛
多
和
に
下
る
途
中
、
水
場
の
様
子
を
見
に
行
っ
た
。

昨
日
の
雨
で
大
き
な
流
れ
に
な
っ
て
い
て
、
脇
の
岩
の
隙
間
か
ら
も
水
が
流
れ

出
し
て
い
た
。 

 
 

 
 

 

水
場
を
点
検 

 
 
 
 

金
剛
多
和
で
休
憩 

 
 
 
 

 

小
倒
木
を
切
除 

金
剛
多
和
で
５
分
ほ
ど
休
憩
、
五
大
尊
岳
ま
で
ピ
ー
ク
を
い
く
つ
越
え
る
か
数

え
て
み
た
が
、
６
つ
目
で
嫌
に
な
っ
て
正
確
に
は
数
え
ら
れ
な
か
っ
た
。 

こ
こ
ま
で
に
直
径
５
㎝
位
の
斜
木
を
３
本
切
除
し
た
。 

１
時
間
４
０
分
で
五
大
尊
岳
に
到
着
す
る
。
沖
崎
さ
ん
に
東
側
鞍
部
で
待
つ
、

と
連
絡
し
て
鞍
部
ま
で
降
り
て
逆
峰
班
の
到
着
を
待
っ
た
。 

ち
ょ
う
ど
１
２
時
に
逆
峰
班
が
到
着
し
、
車
の
カ
ギ
を
交
換
。
昼
食
後
は
コ
ジ

マ
カ
フ
ェ
も
開
店
、
お
菓
子
の
差
し
入
れ
も
あ
り
食
べ
き
れ
な
い
分
は
ポ
ケ
ッ



ト
に
し
ま
っ
た
。 

 
 

 
 

 

本
日
の
参
加
者 

 
 
 

 
 

大
森
山 

 
 
 

 
 
 

 
 

玉
置
辻
に
到
着 

逆
峰
班
と
別
れ
て
大
森
山
を
目
指
す
。
午
後
２
時
過
ぎ
大
水
の
森
に
到
着
、

休
憩
せ
ず
に
大
森
山
の
ピ
ー
ク
へ
向
か
う
。
大
水
の
森
か
ら
大
森
山
ま
で
は
近

い
よ
う
に
思
っ
て
い
た
が
、
実
際
に
は
１
５
分
か
か
っ
た
。
大
森
山
で
し
ば
ら

く
休
ん
で
玉
置
辻
に
向
か
う
。
無
線
機
か
ら
「
大
黒
天
神
岳
に
着
い
た
」
と
沖

崎
さ
ん
の
声
が
聞
こ
え
た
。
日
頃
マ
ラ
ソ
ン
で
鍛
え
て
い
る
志
岐
さ
ん
と
、
若

い
ブ
ラ
ン
ド
ン
が
ど
ん
ど
ん
先
に
行
き
、
西
さ
ん
と
私
の
老
い
ぼ
れ
二
人
が
取

り
残
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。 

逆
峰
班
か
ら
「
倒
木
は
無
し
、
作
業
も
無
し
」
と
聞
い
て
い
た
し
、
登
山
道
も

把
握
し
て
い
る
の
で
急
が
ず
、
同
じ
ペ
ー
ス
で
歩
き
続
け
た
。 

 

先
行
の
二
人
か
ら
１
０
分
ほ
ど
遅
れ
て
玉
置
辻
に
到
着
、
午
後
３
時
４
０
分

過
ぎ
だ
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 （
記
；
梶
野
） 
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大
水
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大
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水
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玉
置
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